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平成２７年度 第６回 苫小牧市民文化芸術審議会 会議概要 

 

                 日 時：平成２８年３月２８日（月） 

                     １５：３０～１６：００  

         会 場：第 2庁舎 1階会議室     

 

出 席 委 員 畠山会長、千葉副会長、伊藤委員、椎原委員、中川委員、森山委員 

 計６名 

欠 席 委 員 岡部委員、澤井委員、松原委員、松柳委員 計４名 

事 務 局 松浦教育部長 （生涯学習課）鍛治課長、野水主幹、鈴木主査、 

木戸主査、千葉主事 

 

 

１ 開会     （進行）鍛治課長  

２ あいさつ       畠山会長 

３ 議事     （進行）畠山会長 

 

 議  事 

(1)平成２７年度市民文化芸術振興助成事業の報告について 

(2)平成２８年度市民文化芸術振興助成事業について 

(3)その他 

 

(1)について事務局から説明。 

 

※意見等なし。 

 

(2)について事務局から説明。 

 

＜主な質疑＞ 

委 員：2番の活性の火というのがありますが、去年、新聞でも多くの来場者があったと

話題になっていましたが、自己財源の 70万円の中に出演される方がお金を払うことがある

のでしょうか。１ステージいくらという徴収というのはなく、まったくの無料なのですか。 

 

事 務 局：出演される方がお金を払うということは聞いておりません。また、自己財源の

内訳までは確認しておりません。もし出演料の徴収があれば、収入の部分に計上されてき
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ます。 

 

委 員：わかりました。 

 

委 員： 18ページの評価についてですが、C評価は助成金の取り下げを求めるというこ

とがあります。実際にイベントがおこなわれ、これは当初の趣旨・計画どおりに事業が実

施されていないということで Cにする場合があるということですね。本当は 20万円を助成

しようとしたけれど、当初の趣旨と違うので、すでに経費として 40万円を使ってしまって

いても取り下げを求めるということですね。例えば予定していたバンドや講演者が来ない

ので、ほかのものに代替したとか、演奏あるいは講演の内容やテーマも当初の予定とはち

がうという場合がそれにあたるのか、あるいは、途中で変更の届けを出させて、事務局が

判断し審議会で事後報告することになるのかどうか。 

Cの場合の、趣旨と違うという意義、計画どおりという場合の計画の意義、そこが客観的

に、後に説明できる内容でありうるか。後でお金を返してくださいということになるのか

どうか。あまりないことでしょうが当てはまる例はどういうことになるのでしょうか。 

 

事 務 局：実例がないということで難しいところがありますが、最も悪い例で考えると、

申請はしたけれども実際に事業が行われず、お金だけもらうということも考えられます。

そうした場合は当然、助成金は支払われませんし取り下げを求めることになると思います。 

 ただ、公演日など申請内容が大きく変わる場合は変更の届出を求め、その結果、助成事

業の趣旨に合致していれば助成したというのは過去にも例がございます。 

この「考え方及び基準」が平成 26年に審議会で承認されたものですので、そういう例が

出てきた場合は、審議会の議題として審議していくことになるかと思います。 

 

委 員：「当初の趣旨」、「計画どおり」ということの意味ですね。事業をやらなかった場

合は間違いなく返していただきますということになりますが、やったけれども中身が違っ

ていた場合の評価の仕方ですね。そういう場合もありうるということでの話しですので、

方向は出たかなと思います。 

 

事 務 局：過去にも、要望していても必要がなくなり取り下げたという例はございます。

実際はそういう例が多いのかと思います。 

 

委 員：わかりました。 

 

委 員：8ページの「活性の火」ですが、助成対象経費の中にイベント保険料 3万円とい

うのがありますが、助成金の中で保険は掛けられるのですか。事故のための保険料という
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ことですよね。 

 

事 務 局：そうです。 

 

委 員：それは助成金から出るのですか。他の要望提出者は掛けていないようですけれ

ども。 

 

事 務 局：これは、ボランティアの方に手伝っていただいてその方に対する保険と聞いて

います。助成対象経費一覧の中にもレクリエーション保険料が対象経費として載っており

ますので問題ないかと思います。 

 

委 員：わかりました。 

 

会 長：ほかに何かございませんでしょうか。 

それでは、平成２８年度の助成事業申請について助成希望額を内定するということでよろ

しいでしょうか。 

 

各委員：意義ありません。 

 

(3)その他 

 

会 長：(3)のその他について、委員の皆さまから何かございますか。 

 

各委員：特にありません。 

 


